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京都大学高等教育研究開発推進センター第一部門が主体となって展開しつつある ｢相互研修

型FEB｣は,樫界の野D研究のなかでもユニークな試みである.世界の趨勢として､教育の質

の改善はタ学内外に設けられたサービス機関によるノウハウなどのサービスの提供という形で

一般に行われているoこれに対して京都大学の試みは, 教員集団の主体的で自律的な改善の営

みを組織化して行くことで大学の哲治と社会からの要請を統合しようとするものであるO

このようなユニー少な試みは､大学と社会の連携協力や教員の能力開発にカを入れているス

ペインのデウスト大学 ⑳デウスト財団(DeusもoFoun虚a息ion)の研究者の目にとまったo同機関の

研究助手である監va触 dTeSAUS互国民は,日本の高等教育に関する研究調査のため同財団の支

給旅費によって本センターに滞在する予定であったがタ 本センターの相互研修型野Dに関して

も特別に研究交流の申し入れがあったO

民 の所属するデウスト財団には,デウスト大学の教育研究活動を社会からの要請と調整しつ

つタ 大 学 の使命を開発し, 企業や教育界や行政との共同プロジェクトの実施,大学の知的財産

の 社 会 へ の発信,大学教 員 の 資 質開発などに関して,長年の実績の積み重ねがある.すなわち,

大学への社会からの要論を大学毎身の由律的な開発に統合していくことに関して,先進的な試

みをおこなってきている機関である.

今回AUS互N民が本センターを訪問するにあたり,以上に述べたようなデウスト財団の実践

的試みについて知るべく, 社会的体制の急激な変化と並行して急速な大衆化をしつつあるスペ

インの高等教育の問題と関連させつつ論じるレクチャーをお願いしたoこのことにより, 本セ

ンターの相互研修型欝Dの仮説に対する検証をおこない, また, さらにこのモデルを発展させ

るための示唆を得ることができた｡

また大学院生とスタッフに対しては, インタピュ-や質的データのまとめ方に関するワーク

ショップも依頼した｡こうした研究上の手法は, それぞれの国の背景にある問題意識や学問的

文脈によって多様であり, それを知ることは日本の大学教育に関する研究調査をデザインし実

施していくことについて重要なヒントとなりうるものであった.本報告書では,Ausin民の講

演のパワーポイント資料と,ワークショップのパワーポイント資料を再録するo

望◎講演◎機雷

講演では,急速に変化しつつあるスペインの高等教育の現状が示され, またそれに付随して

出てきた問題が示されたOスペインの高等教育は,近年急速な大衆化を体験しているoこれは,

高等教育機関にも, また社会の労働市場にも大きな変化をもたらす.まず,大学では急増する
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学生に対応することを迫られるo大衆化は学生の多様化を伴うものであるが,スペインの大学

の組織のあり方,また教員の意識は旧態然として,変化に対応することができていないという｡

そのために教員の意識の変革と研修の必要があるのであるが,そのときに,日本で展開されて

いる相互研修型のFDがひとつのモデルとなりうるめではないかということであった｡

スペインで高等教育を修了した太田が増加すれば,それは当然,労働市場に変化をもたらさ

れざるをえないOしかも,ここにきて, ヨ-ロツパ共同体の成立と通貨統合による,流動性の

増加である｡ここにさらに, ポロ-ニヤプロセスの影響等も加わって,高等教育には,ますま

す労働市場のこ-ズとの緊密な結びつきが必要とされるようになる｡労働市場のこ-ズをその

まま受け取るというのではなく, どのような人材を育てて送り出していくかという主体性が問

われるようになってきたのである.こうした中で,世界的な趨勢の例にもれず,コンビテンシ

-という概念は,学生が獲得すべき能力として注目されてきている｡

そのために,大学がどのように変革されていくべきなのかタAusin民はアメリカのいくつか

の大学での実践に注目する.すなわちタ 学生にライフプランを自らデザインさせ,何が学習と

して必要であるのかを自覚し意識することを促し, 学生の学びの履歴が,社会からの要請にも

つながっていくような,働きかけが必要という｡す な わ ちタ大学の教授学習と労働市場との揺

続を,さまざまなパスをお膳立てするのではなく, 学 生 の 主 体性を育てることで解決しようと

いうものである.
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ワ - タ シ ョ ッ プ で は ,社会学者であるA髄Sin 民 が 研 究 調査で使周している, 質 的 研究法に関し

管 , 概 論 が 展 開 さ れ た｡A協Sim民の示した 方 法 論 は , 社会調査やコミュニティ ワ -夕の手法を

広く統 合 した も のであったo単なる賃約 デ- 夕 の 収 集◎処理ということだけでは なくタどのよ

うに調 査 対象(調査協力者)との関係 を 築 くか と い う ことに始まり,得られたインタピュ-デ

-夕の妥当性の検証方法,さらには,複数のデ-タリソ-スの情報を統合して対象の実態を描

き出すための具体的な方法が示され,大変有意義なものであった｡

また, 社会調査というものが,他の人文科学系の学問とどのような関係にあるのかというこ

とも,大変的確に示され,Ausim民の能力の高さを伺わせたoデウスト大学で,30歳にならな

いうちに女性でfae髄晦 memberとなったということも,嶺けるワ-クショップであった｡

このワ-クショップの内容に関しては, ほぼパワ-ポイントのスライドをみれば, そ の 観点

を知ることができるo ･

今回のA協Sin民の訪問をきっかけに,デウスト財団とはタ今後も研究の相互交流を展開して

いく予定である｡
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